
 
 

 
 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
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組
合
は
お
陰
様
で
昭
和
四
十

一
年
九
月
に
創
立
来
、
今
年
で

五
十
周
年
の
佳
節
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
組
合
員
・
会
友
、
協
賛

会
員
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
初
代
理
事
長
の
戸
塚 

 

  

       

與
三
郎
氏
、
二
代
目
の
池
田
欣

二
氏
、
三
代
目
の
日
野
七
郎
氏 

四
代
目
の
栗
原
延
行
氏
、
五
代

目
の
池
田
俊
平
氏
、
六
代
目
の

渡
邉
正
一
氏
、
七
代
目
の
弓
納

持
昇
氏
、
そ
し
て
八
代
目
の
現

理
事
長
の
平
山
良
一
氏
の
八
人

の
歴
代
理
事
長
の
ご
努
力
無
く

し
て
今
日
の
組
合
は
無
か
っ
た 

 

  

 

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

五
十
年
、
半
世
紀
に
も
わ
た

る
組
合
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
シ

ー
ル
印
刷
業
界
の
歴
史
そ
の
も

の
で
す
。 

 

昭
和
三
十
六
年
の
「
セ
ル
フ

ラ
ベ
ル
特
許
」
の
取
得
か
ら
五

年
後
に
創
立
さ
れ
た
組
合
は
、

こ
れ
ま
で
決
し
て
順
風
満
帆
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

私
た
ち
は
決
し
て
歴
代
理
事

長
を
始
め
と
し
た
業
界
の
先
覚

者
た
ち
の
労
苦
を
こ
れ
か
ら
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 
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これからもよろしく 
お願いいたします 

 
 

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
業
界
を
リ
ー
ド 

歴
代
理
事
長
に
改
め
て
敬
意
を 

二代目・池田欣二氏   初代・戸塚與三郎氏
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六代目・渡邉正一氏    五代目・池田俊平氏  

現理事長・平山良一氏   七代目・弓納持  昇氏  
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組
合
の
お
も
な
あ
ゆ
み 

 
 

四
一
年
八
月 

浅
草
橋
産
業

会
館
に
於
い
て
組
合
員
十
九
名

で
創
立
総
会
を
開
催
。
理
事
長

に
戸
塚
与
三
郎
氏
を
。 

九
月 

正
式
認
可
さ
れ
登
記

を
完
了
。 

十
月 

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷

連
合
会
へ
加
入
承
認
。 

四
三
年
三
月 

専
売
公
社
よ

り
タ
バ
コ
値
上
げ
訂
正
シ
ー
ル

六
千
万
枚
を
組
合
と
し
て
直
接

受
注
。 

四
六
年
五
月 

第
五
回
総
会

で
池
田
欽
二
氏
理
事
長
に 

 

四
八
年
三
月 

ラ
ベ
ル
会
館

の
竣
工
披
露
パ
ー
テ
ィ
を 

五
十
年
三
月 

専
売
公
社
よ

り
再
度
タ
バ
コ
値
上
げ
訂
正
シ

ー
ル
を
三
億
枚
受
注
。 

五
一
年
十
一
月 

戸
塚
与
三

郎
氏
に
勲
五
等
瑞
宝
章
が
。 

五
六
年
三
月 

都
活
路
開
拓

調
査
指
導
事
業
報
告
会
を
。 

六
月 

組
合
員
増
加
の
た
め

東
西
南
北
四
支
部
制
を
。 

十
一
月 

池
田
欣
二
氏
に
勲

五
等
瑞
宝
章
が
。 

五
七
年
一
月 

新
年
会
を
正

札
組
合
と
合
同
開
催
へ
。 

五
八
年
五
月 

第
十
七
回
総

会
で
日
野
七
郎
氏
理
事
長
に
。 

六
十
年
三
月 

第
二
七
回
年

次
大
会
を
東
京
會
舘
で
開
催
。 

六
一
年
七
月 

地
場
産
業
振

興
対
策
事
業
の
業
種
主
指
定
を
。 

 

六
二
年
十
月 

台
湾
シ
ー
ル

印
刷
事
情
調
査
団
三
二
名
派
遣
。 

平
成
二
年
三
月 

東
京
都
よ

り
モ
デ
ル
組
合
と
し
て
表
彰
。 

三
年
七
月 

連
合
会
会
長
に

栗
原
延
行
氏
が
就
任
。 

九
月 

台
湾
製
セ
パ
な
し
Ｐ

Ｐ
フ
ィ
ル
ム
の
技
術
研
修
会
を
。 

四
年
三
月 

連
合
会
会
長
に

日
野
七
郎
氏
が
就
任
。 

四
月 

韓
国
ラ
ベ
ル
市
場
視

察
団
二
二
名
を
派
遣
。 

六
月 

二
〇
周
年
記
念
で
交

通
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
一
万
五
千

枚
を
蔵
前
警
察
署
に
寄
贈
。 

五
年
四
月 

第
三
五
回
年
次

大
会
を
担
当
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
で
開
催
。 

四
月 

日
野
理
事
長
急
逝
で

従
六
位
、
勲
五
等
瑞
宝
章
が
。 

五
月 

第
二
八
回
総
会
で
栗

原
延
行
氏
が
理
事
長
に
。 

七
年
五
月 

第
二
九
回
総
会

で
池
田
俊
平
氏
を
理
事
長
に
。 

八
年
十
月 

創
立
三
〇
周
年

記
念
式
典
を
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
で
開
催
。 

十
年
八
月 

組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
立
ち
上
げ
。 

                                 

 

組合創立の年の 10 月に行われた第 1 回組合研修旅行  

 

今
で
は
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が 

 
 

あ
っ
と
い
う
間
の
五
十
年
で
し
た 



十
月 

タ
イ
パ
ッ
ク
プ
リ
ン

ト
視
察
団
一
六
名
を
派
遣
。 

十
月 

池
田
俊
平
氏
が
都
知

事
賞
を
受
賞 

十
一
月 
第
一
回
ラ
ベ
ル
関

連
ミ
ニ
機
材
展
を
開
催
。 

十
一
年
六
月 
都
の
エ
コ
ア

ッ
プ
事
業
所
東
京
宣
言
に
印
刷

関
連
団
体
と
し
て
初
の
登
録
。 

六
月 

作
業
交
流
一
覧
表
を

作
成 十

二
年
三
月 

活
路
開
拓
調

査
実
現
化
事
業
を
実
施 

十
月 

山
本
進
平
氏
が
都
知

事
賞
を
受
賞 

十
三
年
四
月 

第
四
三
回
年

次
大
会
東
京
大
会
を
担
当
、
グ

ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
で
開
催
。 

五
月 

第
三
三
回
総
会
で
渡

邉
正
一
氏
を
理
事
長
に
。 

七
月 

四
支
部
制
か
ら
東
西

二
支
部
制
に 

十
六
年
十
月 

初
心
者
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
。 

十
七
年
十
月 

Ｒ
Ｐ
Ｆ
化(

固

形
燃
料)

事
業
、
正
札
組
合
と
共

同
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。 

十
八
年
二
月 

中
央
会
五
〇

周
年
で
渡
邉
理
事
長
に
感
謝
状 

三
月 

四
〇
周
年
記
念
で
交

通
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
一
万
五
千

枚
を
蔵
前
警
察
に
寄
贈
。 

 

五
月 

組
合
創
立
四
〇
周
年

記
念
式
典
を
池
之
端
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
。 

十
九
年
五
月 

第
四
十
一
回

通
常
総
会
で
弓
納
持
昇
氏
が
第 

代
理
事
長
に
就
任
。 

 

二
十
年
五
月 

組
合
と
し
て

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
取

組
み 

 

八
月 

労
働
時
間
設
定
等
改

善
推
進
事
業
に
取
組
み
。 

 
二
十
一
年
三
月 

弥
生
印
刷

が
Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
に 

十
人
以

下
で
は
業
界
初 

 

二
十
二
年
二
月 

池
田
印
刷

が
業
界
十
一
番
目
の
Ｇ
Ｐ
認
定

工
場
に 

 

二
十
三
年
三
月 

東
日
本
大

震
災 

組
合
と
し
て
義
援
金
を

贈
る 

 

二
十
四
年
六
月 

前
田
印
刷

所
が
五
人
以
下
の
企
業
と
し
て

初
の
Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
に 

 

九
月 

品
質
標
準
化
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施 

 

十
月 

第
五
十
四
回
年
次
大

会
東
京
大
会
を
担
当 

浅
草
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開
催 

 

二
十
五
年
一
月 

緊
急
時
相

互
委
託
生
産
協
定
を
印
刷
業
界

と
し
て
は
初
め
て
北
海
道
と
九

州
の
組
合
と
締
結
。 

 

 

五
月 

第
四
十
七
回
通
常
総

会
で
平
山
良
一
氏
が
新
理
事
長

に
選
出 

 

二
十
六
年
四
月 

事
業
継
続

計
画(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

ひ
な
形
を
業
界

と
し
て
初
め
て
作
成 

 

五
月 

全
国
中
央
会
が
「
緊

急
時
委
託
生
産
協
定
」
を
先
進

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。 

 

二
十
七
年
八
月 

小
規
模
事

業
持
続
化
支
援
事
業
に
取
組
み 

事
業
承
継
を
学
ぶ 

 

二
十
八
年
三
月 

創
立
五
十

周
年
記
念
で
交
通
安
全
ス
テ
ッ

カ
ー
一
万
五
千
枚
を
蔵
前
警
察

に
寄
贈 

   
 

 
 

 

  

2
0

  

                                 

フ
ォ
ト
ス
ナ
ッ
プ 

組合会館の鍬入れ式の模様  

左から創立２０周年記念式典、  創立１０周年記念式典、  今では貴重な平山、戸塚両氏のツーショット  



 

組
合
設
立
の
経
緯 

昭

和

四

十

一

年

度

の

役

員

改
選
な
ど
を
巡
り
紛
糾
し
た
た

め
、
戸
塚
與
三
郎
氏
。
池
田
欣

二
氏
な
ど
十
数
名
が
東
京
都
正

札
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
よ
り

脱
会
し
、
昭
和
四
十
一
年 

 
 

 

し
、
昭
和
四
十
一
年
八
月
に
十

九
社
に
よ
り
新
た
に
「
東
京
都

ラ
ベ
ル
印
刷
協
同
組
合
」
を
設

立
、
全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同

組
合
連
合
会
は
当
協
組
の
加
入

を
承
認
し
ま
し
た
。 

 

八
月
二
十
三
日
に
浅
草
橋
産

業
会
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た

創
立
総
会
に
は
小
島
三
郎
会
長

代
行
が
出
席
し
て
、
定
款
並
び

に
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
が

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
次
の
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

理
事
長
・
戸
塚
與
三
郎 

副
理
事
長
・
藤
田
政
二 

専
務

理
事
・
池
田
欣
二 

理
事
・
日

野
七
郎 

松
浦
正 
後
藤
清 

 
 

小
林
金
治 

監
事
・
野
末
彌
市 

(

シ
ー
ル
印
刷
の
あ
ゆ
み
七
十

七
年
史
よ
り)

 

 

 

 

そ
の
後
も
業
界
に
と
っ
て
最

も
不
幸
な
歴
史
と
い
わ
れ
る
特

許
係
争
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
雨

降
っ
て
地
固
ま
る
、
の
譬
え
通

り
今
で
は
両
協
組
と
も
連
合
会

の
け
ん
引
役
と
し
て
業
界
を
リ

ー
ド
し
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知

の
通
り
で
す
。
協
同
組
合
の
原

点
は
何
と
い
っ
て
も
「
一
社
で

は
で
き
な
い
こ
と
を
数
の
力
で
」

と
い
う
、
ま
さ
に
『
相
互
扶
助

の
精
神
』
で
す
。 

 

  

 

こ
の
五
十
年
間
、
組
合
は
歴

代
の
理
事
長
と
組
合
員
・
会
友

が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
と
も

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

   

                                 

当時からゴルフはプロ並みの恩田氏  今は亡き塩飽、小林、坂本、後藤、池田の五

氏  

第１回目の交通安全ステッカー贈呈  

屋形船での支部会も盛況でした    26 年前の青年部の会合  

池田欣二氏の貴重な著書 2 冊         創立４０周年記念式典風景  



組
合
の
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た 

 
 

タ
バ
コ
値
上
げ
シ
ー
ル 

  

組
合
設
立
か
ら
二
年
後
の
昭

和
四
十
三
年
六
月
一
日
よ
り
タ

バ
コ
が
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
専
売
公
社
で
は
新
定
価

証
紙
を
大
日
本
印
刷
、
凸
版
印

刷
、
共
同
印
刷
、
日
進
印
刷
の

四
社
に
発
注
し
た
が
、
こ
れ
は

セ
ル
フ
ラ
ベ
ル
特
許
違
反
で
あ

る
と
当
時
の
小
島
三
郎
全
日
会

長
と
当
組
合
の
戸
塚
理
事
長
、

池
田
専
務
理
事
が
専
売
公
社
と

掛
け
合
い
、
そ
の
結
果
専
売
公

社
側
で
は
そ
の
一
部
を
連
合
会

に
も
発
注
し
ま
し
た
。 

連
合
会
で
は
東
京
以
外
の
印

刷
で
は
散
逸
の
恐
れ
が
あ
る
と 

              

と
し
て
、
当
組
合
に
一
任
す
る

こ
と
に
な
り
、
公
社
側
も
こ
れ

を
了
承
し
、
四
月
二
十
日
に
契

約
書
を
交
わ
し
、
四
月
三
十
日

に
最
終
的
に
は
当
時
の
栗
原
印

刷(

現
シ
ー
レ
ッ
ク
ス)

が
印
刷

し
て
、
証
紙
を
納
品
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
昭
和
五
十
年
三
月
に

も
専
売
公
社
よ
り
値
上
げ
シ
ー

ル
十
億
枚
の
発
注
が
あ
り
、
そ

の
一
部
を
受
注
し
、
納
期
ま
で

に
事
故
な
く
無
事
に
納
品
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
世
の
中
に
セ
ル

フ
ラ
ベ
ル
が
特
許
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
し
め
る
こ
と
と
な
り
、

同
時
に
当
組
合
の
存
在
意
義
を

改
め
て
業
界
に
示
す
エ
ポ
ッ
ク

と
な
り
ま
し
た
。 

     

 

        

    

組

合

で

は

創

立

五

十

周

年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
今

回
も
蔵
前
警
察
署
に
「
交
通
安

全
ス
テ
ッ
カ
ー
」
三
種
類
、
計 

 
 

    

万
五
千
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。 

 

贈
呈
式
は
三
月
二
十
九
日
に

蔵
前
警
察
署
署
長
室
で
行
わ
れ

組
合
で
は
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
回
も

蔵
前
警
察
署
に
「
交
通
安
全
ス

テ
ッ
カ
ー
」
三
種
類
、
計
一
万

五
千
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
る 

 

贈
呈
式
は
三
月
二
十
九
日
に

蔵
前
警
察
署
署
長
室
で
行
わ
れ 

組
合
か
ら
平
山
理
事
長
と
本
間

専
務
理
事
が
出
席
し
、
市
村
顕

裕
蔵
前
警
察
署
長
に
交
通
安
全

ス
テ
ッ
カ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。(

左
か
ら
堀
井
修
交
通
安
全

協
会
会
長
、
市
村
署
長
、
平
山

理
事
長
、
中
村
交
通
課
長)

 

 

                      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

 

 

「
交
通
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
」
一
万
五
千
枚
を
寄
贈 

創
立
五
十
周
年
記
念
で
蔵
前
警
察
署
に 



      

本
年
度
最
後
の
支
部
会
が
、

西
支
部
は
三
月
二
日
に
池
袋
の

「
ラ
イ
オ
ン
東
口
店
」
、
東
支
部

は

三

月

四

日

に

「

上

野

市

場

  

     

御
徒
町
店
」
に
於
い
て
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

西
支
部
は
新
タ
ッ
ク
化
成
の

新
商
品
に
つ
い
て
説
明
会
が
行

わ
れ
、
新
製
品
の
ユ
ポ
に
近
い

印
刷
性
能
、
粘
着
性
能
を
備
え

た
ハ
ム
用
の
粘
着
紙
と
再
剥
離

可
能
な
粘
着
フ
イ
ル
ム
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

参

加

者

か

ら

は

製

品

に

対

す
る
質
問
や
疑
問
が
出
さ
れ
、

盛
の
新
製
品
り
上
が
っ
た
内
容

と
な
り
、
森
田
支
部
長
も
「
久

し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔

を
見
て
安
心
し
ま
し
た
」
と
、

次
回
の
開
催
を
約
束
し
ま
し
た
。 

一
方
。
東
支
部
会
は
最
近
騒

が
れ
て
い
る
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
』
に
つ
い
て
、
印
刷
業
者

と
し
て
最
低
限
知
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、

清
宮
和
夫
氏
が
、
分
か
り
易
く

説
明
し
ま
し
た
。 

知

っ

て

い

る

よ

う

で

知

ら

な
か
っ
た
と
い
う
組
合
員
が
多

く
、
計
理
士
や
社
会
保
険
労
務

士
も
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

富
士
フ
ィ
ル
ム 

社
史
に 

代
わ
る
新
た
な
出
版
物
を 

 
 

富
士
フ
ィ
ル
ム
で
は
、
こ
れ

ま

で

節

目

節

目

に

社

史

を

編

纂
・
発
行
し
て
き
た
が
、
こ
の

ほ
ど
社
史
に
代
え
て
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
た
な
価
値

の
創
造
」
と
題
す
る
書
籍
を
制

作
し
、
関
係
各
方
面
に
配
布
し

ま
し
た
。 

 

同
社
で
は
銀
を
使
っ
た
写
真

フ
ィ
ル
ム
中
心
の
会
社
か
ら
、

写
真
フ
ィ
ル
ム
市
場
の
大
幅
な

縮
小
に
対
応
し
て
所
有
す
る
技

術
を
活
か
し
、
そ
れ
ら
を
応
用

し
得
る
分
野
へ
の
多
角
化
を
図

っ
て
き
た
が
、
現
在
同
社
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
優
れ
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通

じ
て
、
新
た
な
価
値
を
社
会
に

提
供
す
る
会
社
と
し
て
前
進
し

て
い
る
こ
と
が
こ
の
本
に
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
し

て
い
る
。 

 
恒
例
の
組
合
研
修
旅
行 

 

特
種
東
海
製
紙
三
島
工
場 

の
見
学
と
ゴ
ル
フ
と
観
光 

  
 

六
月
十
一
日 

十
二
日 

 

恒
例
の
組
合
研
修
旅
行
は
、

今
年
は
六
月
十
一
日(

土)

、
十

二
日(

日)

の
二
日
間
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

十
一
日
は
特
種
東
海
製
紙
三

島
工
場
を
見
学
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
同
社
は
「
ユ
ニ
ー

ク
で
存
在
感
の
あ
る
企
業
集
団

と
し
て
、
社
会
と
環
境
に
貢
献

す
る
」
を
経
営
理
念
に
掲
げ
て

お
り
、
独
自
性
、
独
創
性
の
あ

る
文
字
通
り
特
種
紙
を
製
造
し

て
い
ま
す
。 

 

ホ
テ
ル
サ
ン
バ
レ
ー
伊
豆
長

岡
に
宿
泊
し
、
翌
日
は
「
伊
豆

国
際
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
に

於
い
て
ラ
ベ
ル
会
と
、
世
界
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
伊
豆
韮
山
の

反
射
炉
な
ど
の
観
光
組
に
分
か

れ
て
一
日
を
楽
し
む
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
近
く
案
内
状
を

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

                                

 

本
年
度
最
後
の
支
部
会
を
開
催 

 
 

東
、
西
支
部
と
も
勉
強
会
で
情
報
収
集 

東支部はマイナンバーの勉強会を    西支部は新タック化成の新製品を  


